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１ ｙはχの１次関数で，χ＝２のときｙ＝４となり，χが増加するとｙは減少します。このよ

うな１次関数のグラフがｙ軸と交わる点を１つ決めて，その点のｙ座標を答えなさい。また，

〔Ｈ17宮城県入試問題〕そのときの１次関数の式も答えなさい。

ｙ軸と交わる点のｙ座標 １次関数の式

２ 直線ｙ＝５χ－４に平行で，点（３，６）を通る直線の式を求めなさい。

３ χの値が４増加するときｙの値は２減少し，χ＝４のときｙ＝４である１次関数を求めなさ

い。

４ １次関数ｙ＝ａχ＋８（ａは定数，ａ＞０）は，χの変数が－１≦χ≦２のとき，ｙの変域

がｂ≦ｙ≦１１（ｂは定数）です。このとき，ａ，ｂの値を求めなさい。

５ 図のように，２点Ａ（０，６ ，Ｂ（６，２）があります。χ軸上に点Ｐをとり，ＡＰ＋ＰＢ）

の値が最小になるようにしたときの点Ｐの座標を求めなさい。
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